
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
産
業
界
期
待

　
東
京
都
は
２
０
２
０
年
大
会
の
開
催
に
伴
う
経
済
効
果
を
約
３
兆
円
、
大
会
期
間

中
の
観
客
と
ス
タ
ッ
フ
は
合
わ
せ
て
約
１
０
１
０
万
人
と
予
測
し
て
い
る
。
各
国
の

選
手
や
チ
ー
ム
が
大
会
直
前
に
日
本
で
調
整
す
る
こ
と
や
、
関
係
者
や
観
光
客
が
東

京
だ
け
で
な
く
各
地
を
訪
れ
る
こ
と
で
国
内
全
体
の
観
光
の
活
性
化
に
結
び
つ
く
。

猪
瀬
直
樹
知
事
は
「
積
み
上
げ
方
式
で
３
兆
円
と
試
算
し
て
い
る
が
、
実
際
の
効
果

は
も
っ
と
大
き
い
」
と
強
調
す
る
。
大
会
の
準
備
や
運
営
に
は
多
く
の
人
員
が
必
要

で
、
約

万
人
の
雇
用
創
出
を
見
込
む
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
日

本
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
。

経済効果３兆円予測
雇
用
創
出
は
万
人被災地復興へつなげる

福
原
選
手

と
卓
球
を
楽
し
む
評
価
委
員

５
日
、
東
京
体
育
館

プレゼンテーションに臨む安倍晋三首相（中央、４日、都内）

挨拶するクレッグ・リーディー評価評価
委員長（左から２人目、４日、都内）

プレゼンテーションを前に挨拶する猪瀬都知事（中央、４日、都内）

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 ３月２６日 火曜日 　　

　

年
大
会
は
復
興
を
進
め

る
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。
サ

ッ
カ
ー
を
除
い
て
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

競
技
が
１
都
市
で
の
開
催
の

た
め
、
都
や
招
致
委
員
会
、

宮
城
、
岩
手
、
福
島
の
被
災

３
県
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
担

当
者
で
構
成
す
る
「
復
興
専

門
委
員
会
」
が

年

月
に

発
足
。
１
年
に
わ
た
っ
て
議

論
を
重
ね
、
大
会
準
備
か
ら

大
会
終
了
後
ま
で
の
そ
れ
ぞ

れ
の
期
間
に
、
被
災
地
支
援

に
つ
な
が
る

事
業
を
最
終

報
告
に
ま
と
め
た
。

　
こ
の
う
ち
大
会
組
織
委
員

会
に
よ
る
大
会
開
催
に
必
要

な
資
材
の
調
達
や
工
事
に
共

同
企
業
体

Ｊ
Ｖ

を
活
用

す
る
な
ど
、
被
災
企
業
へ
の

優
先
発
注
を
検
討
す
る
。
被

災
地
で
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

準
備
に
地
元
企
業
へ
の
発
注

を
原
則
と
す
る
ほ
か
、
同
委

員
会
が
所
管
す
る
競
技
会
場

を
整
備
す
る
際
に
金
額
や
規

模
を
決
め
て
被
災
企
業
か
ら

調
達
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を

想
定
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
定
期
的

に
発
注
情
報
を
公
表
す
る
こ

と
も
視
野
に
入
れ
る
。
震
災

の
影
響
で
な
か
な
か
立
ち
直

れ
な
い
経
済
情
勢
の
中
で
厳

し
い
被
災
企
業
を
支
援
す

る
。

　
招
致
を
勝
ち
取
る
こ
と
で

世
界
か
ら
の
関
心
が
高
ま
る

た
め
、
被
災
地
を
は
じ
め
東

北
地
方
の
観
光
資
源
を
Ｐ
Ｒ

す
る
。
被
災
各
県
や
国
、
都

が
連
携
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
た
観
光
を
促
進
す
る
。

国
の
在
外
機
関
を
活
用
し
た

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
も
カ

ギ
に
な
り
そ
う
だ
。
東
北
の

知
ら
れ
ざ
る
観
光
の
魅
力
を

ま
と
め
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

多
機
能
携
帯
電
話

で
見

ら
れ
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

開
発
も
検
討
す
る
な
ど
、
Ｉ

Ｔ
を
活
用
し
て
被
災
地
の
姿

を
広
く
発
信
す
る
。

　
大
会
直
前
の
事
業
と
し
て

被
災
地
に
各
国
の
選
手
や
チ

ー
ム
の
合
宿
を
積
極
的
に
誘

致
す
る
こ
と
を
報
告
に
盛
り

込
ん
だ
。
被
災
各
県
が
ス
ポ

ー
ツ
関
連
施
設
や
宿
泊
施
設

の
リ
ス
ト
を
作
成
。
Ｊ
Ｏ
Ｃ

や
日
本
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会

Ｊ
Ｐ
Ｃ

な
ど
と
連

携
し
て
、
各
国
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
委
員
会
や
競
技
連
盟
に

対
し
て
誘
致
活
動
を
展
開
す

る
。
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と

地
元
住
民
が
交
流
を
深
め
る

機
会
と
な
り
、
選
手
を
学
校

や
地
域
の
祭
り
な
ど
に
招
待

す
る
こ
と
も
検
討
す
る
。

年
に
日
本
と
韓
国
が
共
催
し

た
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
で
も
、
各
国
チ
ー
ム
が
日

本
で
事
前
に
合
宿
し
た
効
果

は
大
き
か
っ
た
。
合
宿
の
誘

致
で
地
域
振
興
を
期
待
で
き

る
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
被
災
地
か

ら
の
大
会
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
募
集
、
「
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
宝
く
じ
」
を
活
用
し
た
被

災
地
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備

な
ど
を
検
討
す
る
。
大
会
後

も
開
催
効
果
が
被
災
地
の
復

興
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
指

す
。

　
震
災
か
ら
２
年
が
過
ぎ
た

が
、
沿
岸
部
を
中
心
に
復
興

は
な
か
な
か
進
ん
で
お
ら

ず
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
廃
炉
に
は
相

当
な
時
間
が
か
か
る
。
被
災

地
が
生
ま
れ
変
わ
る
た
め
に

は
明
確
な
目
標
が
必
要
で
、

年
大
会
が
復
興
を
あ
る
程

度
成
し
遂
げ
る
時
期
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
で
、

復
興
を
加
速
で
き
る
。

年

大
会
の
招
致
活
動
の
際
に

は
、
東
京
の
活
性
化
が
重
視

さ
れ
た
が
今
回
は
そ
れ
だ
け

で
は
な
い
。
被
害
を
受
け
た

地
元
企
業
や
産
業
を
再
建
す

る
た
め
に
も
、
都
や
招
致
委

員
会
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
招
致
を
成

功
さ
せ
る
責
任
は
大
き
い
。

　
前
回
招
致
の
敗
因
の
一
つ

が
支
持
率
の
低
さ
だ
っ
た
。

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

Ｉ
Ｏ
Ｃ

が
極
秘
に
実
施

す
る
支
持
率
調
査
を
前
に
Ｐ

Ｒ
が
十
分
で
は
な
く
、
招
致

の
機
運
が
高
ま
ら
な
か
っ

た
。
結
果
的
に
東
京
の
支
持

率
が

％
と
立
候
補
し
た
都

市
の
中
で
最
下
位
。
ス
ポ
ー

ツ
界
に
加
え
、
政
府
や
自
治

体
、
経
済
団
体
な
ど
が
一
体

で
招
致
を
盛
り
上
げ
る
必
要

性
が
教
訓
と
し
て
残
っ
た
。

　

年
大
会
の
招
致
に
向
け

て
東
京
商
工
会
議
所
の
動
き

は
速
か
っ
た
。

年
に
招
致

に
関
す
る
緊
急
調
査
を
会
員

企
業
を
対
象
に
実
施
し
た
と

こ
ろ
、

・
９
％
が
賛
成
と

回
答
し
、
産
業
界
で
は
開
催

へ
の
期
待
が
か
な
り
高
い
こ

と
が
分
か
っ
た
。
東
商
は
石

原
慎
太
郎
前
知
事
が

年
７

月
に

年
大
会
の
招
致
を
表

明
し
た
の
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期

に
、
招
致
推
進
の
特
別
委
員

会
を
設
置
。
各
部
会
長
や

支
部
会
長
ら
の
メ
ン
バ
ー
で

構
成
し
、
国
内
支
持
率
向
上

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
都
や
招
致
委
員
会
と
連
携

し
、
開
催
都
市
決
定
５
０
０

日
前
や
１
年
前
な
ど
の
節
目

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
Ｐ
Ｒ
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
。
前
回
よ
り
イ

ベ
ン
ト
数
を
増
や
し
、
あ
の

手
こ
の
手
で
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
る

地
域
振
興
部

。
銀

座
地
区
や
、
渋
谷
駅
と
大
型

複
合
施
設
の
ヒ
カ
リ
エ
を
結

ぶ
デ
ッ
キ
な
ど
に
は
招
致
フ

ラ
ッ
グ
を
掲
げ
た
。

　
こ
う
し
た
活
動
が
徐
々
に

実
を
結
び
つ
つ
あ
る
。
Ｉ
Ｏ

Ｃ
の
支
持
率
調
査
で
は
当

初
、
東
京
は

％
だ
っ
た

が
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
の
日
本
選
手
の
活
躍
も

追
い
風
に
、
招
致
委
員
会
独

自
の
調
査
で
支
持
率
が
上

昇
。
Ｉ
Ｏ
Ｃ
に
よ
る
最
新
の

調
査
で
も
つ
い
に
支
持
率
が

％
に
達
し
た
。
１
―
２
月

頃
に
調
査
が
行
わ
れ
る
と
み

ら
れ
て
い
た
た
め
、
都
の
幹

部
が
産
業
団
体
の
賀
詞
交
歓

会
な
ど
の
場
で
、
支
持
を
繰

り
返
し
訴
え
た
効
果
も
表
れ

た
格
好
。
竹
田
恒
和
招
致
委

員
会
理
事
長

Ｊ
Ｏ
Ｃ
会

長

は
「
前
回
の
調
査
結
果

よ
り
も

上
昇
し
、
当
初

の
目
的
を
達
成
で
き
た
。
開

催
を
臨
ん
で
い
る
サ
イ
ン

だ
」
と
招
致
活
動
に
手
応
え

を
感
じ
て
い
る
。

　
東
商
は
前
回
の
招
致
支
援

に
続
い
て
、
東
商
の
役
員
・

議
員
企
業
を
対
象
に
Ｉ
Ｏ
Ｃ

委
員
と
の
人
脈
を
調
査
す
る

予
定
。
一
般
的
に
日
本
が
ロ

ビ
ー
活
動
を
苦
手
と
す
る
こ

と
が
多
く
、
都
の
開
催
へ
の

支
持
拡
大
を
後
押
し
す
る
。

海
外
の
商
工
会
議
所
に
も
協

力
を
要
請
す
る
方
針
で
、
開

催
都
市
決
定
ま
で
招
致
支
援

に
全
力
を
挙
げ
る
。

　
招
致
機
運
が
高
ま
る
中
、

開
催
を
支
持
す
る
都
内
の
中

小
企
業
は
多
い
。
昭
和
製
作

所

東
京
都
大
田
区

の
舟

久
保
利
明
社
長
は
「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
国
民
の
気
持
ち
が

明
る
く
な
る
。
開
催
に
合
わ

せ
て
国
が
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
分
野
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
も
進
め
て
ほ
し
い
」
と
要

望
す
る
。
エ
コ
・
ア
ー
ブ

同
足
立
区

の
大
山
喬
史

会
長
も
「
夢
や
希
望
を
持
つ

に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
必

要
」
と
期
待
す
る
。

　
ま
た
大
月
精
工

山
梨
県

大
月
市

の
小
笠
原
則
雄
社

長
は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
が
近
づ
く
と
、
決
ま
っ
て

放
送
機
材
に
使
わ
れ
る
部
品

の
注
文
が
増
え
て
忙
し
く
な

る
。
東
京
で
開
催
と
な
れ
ば

受
注
は
も
っ
と
増
え
る
の
で

は
な
い
か
」
と
予
測
す
る
。

招
致
に
成
功
す
れ
ば
機
材
や

競
技
に
使
う
道
具
な
ど
の

特
需
が
大
手
企
業
だ
け
で

な
く
中
小
企
業
に
も
波
及
す

る
。
こ
う
し
た
企
業
の
技
術

が
大
会
運
営
や
競
技
を
支
え

る
。

　
「
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
が
被
災

地
を
走
り
、
宮
城
ス
タ
ジ
ア

ム
で
サ
ッ
カ
ー
を
開
催
す

る
」
―
。
猪
瀬
知
事
は
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
で
の

年
大
会
の
計
画
を
繰
り
返
し

説
明
し
、
復
興
を
世
界
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
決
意
を
に
じ
ま

せ
る
。


